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Abstract 

Epidemic influenza viruses were isolated in Osaka City during the 2011/12 season. Subtype AH3 

strains were 81.6%. Type B strains were 18.4%. Influenza virus A(H1N1)pdm09 strains were not isolated in 

this season. AH3 strains respectively had various hemagglutination titers. Among the AH3 strains that 

could be analyzed for their hemagglutination-inhibition titers, 85.1% showed similar antigenicity to the 

vaccine strain, whereas 14.9% showed different antigenicity (variant). These variant strains were isolated 

almost entirely during the influenza season. This study can supply important public health information to 

analyze the antigenic properties of epidemic influenza viruses. 
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Ⅰ 緒言 

季節性インフルエンザウイルスは、毎年冬期になる

と世界的規模で流行するインフルエンザ様疾患の主

因ウイルスである。ヒトの季節性インフルエンザウイルス

は A および B 型に分類され、さらに A 型は H1 および 

H3 亜型に、また、B 型はビクトリアおよび山形系統に

分類される[1, 2]。このうち、AH1 亜型に関しては、

1977 年以降 A ソ連型と呼ばれる亜型株の流行が認め

られていたが、2009 年 4 月に発生が確認された新型イ

ンフルエンザウイルス  A(H1N1)（インフルエンザウイル

ス A(H1)pdm09、AH1pdm09）の大流行以来、A ソ連型

の国内での分離は報告されておらず、また、世界的に

も近年の分離報告はされていない[3-7]。なお、国内に

おける AH1pdm09 に関しては、2011 年 3 月 31 日に通

常の季節性インフルエンザウイルスとして取扱うこと、

および通常のインフルエンザ対策に移行することが公

表され、その後省令などの改正が行われている[8]。 

季節性インフルエンザウイルス感染の予防および軽

症化には、ワクチン接種が最も有効とされることから、毎

年ワクチン接種に関する啓発・推奨が実施されている。

また、本ウイルスの抗原性状は頻繁に変化することから、

ワクチン株の選定に関しては毎年見直しが実施されて

いるところである[5]。季節性インフルエンザウイルスの

型・亜型の流行状況は各シーズンで異なり、さらに流行

する型・亜型に関しては、その割合においてシーズンご

との変化が認められている[6, 9]。したがって、各シーズ

ンにおける流行インフルエンザウイルスの型・亜型およ

びその抗原性状等を迅速に把握することは、医療およ

び感染拡大予防対策上の重要な情報提供となる。 

当所では大阪市感染症発生動向調査事業の一環と

して、インフルエンザ様疾患患者から採取された検体

に関して、インフルエンザウイルスの分離・同定試験を

毎年実施し、インフルエンザ対策関連部署への情報

還元を行っている。各シーズンの流行株の傾向および

その性状を解析することによって、今後のインフルエン

ザ予防対策に対する貢献が可能になると考えている。 

Ⅱ 実験 

1) インフルエンザウイルスの分離 

大阪市感染症発生動向調査事業およびインフルエ

ンザ様疾患集団発生事例検査に供与されたインフル
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エンザ様疾患患者検体（咽頭ぬぐい液または鼻汁）を

犬腎由来培養細胞の MDCK 細胞に接種した後、温度

を  36 ℃、CO2 濃度を  5.0 % に設定したインキュベータ

ー（エスペック）内での培養を行った。細胞培養液には、

0.2 % ウシ血清アルブミンおよび  0.25 % トリプシンを添

加したイーグル  MEM 培地（ギブコ）を使用した。細胞

変性効果(CPE)の出現観察を最大 2 週間行い、この観

察期間内で  CPE の認められた検体をインフルエンザ

ウイルス分離陽性と判定し、培養上清を採集してウイ

ルス保存液とした。 

 

2) 分離株の型・亜型同定 

各分離株のウイルス保存液を用いて赤血球凝集

(HA) 試験を行い、HA 価を測定した。得られた  HA 価

に基づいて各株のウイルス保存液を一定濃度に希釈

し、この希釈液および国立感染症研究所から分与され

た 2011/12 シ ー ズ ン イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス

(A/H1pdm09、A/H3、B) 同定用キット  （2011/12 シー

ズンのインフルエンザワクチンに用いたインフルエンザ

ウイルス  AH1pdm09 株、AH3 亜型株および  B 型株に

対するフェレット抗血清をキットにしたもの）を用いて赤

血球凝集阻止(HI)試験を行い、分離株の型・亜型を同

定した[10]。また、HI 試験を行うための最低限必要な

HA 価が得られなかったインフルエンザウイルス分離株

に対しては、ウイルス保存液からウイルス RNA 抽出キ

ット（キアゲン）を用いて RNA を抽出した後にワンステ

ップの RT-PCR を行い、型・亜型を同定した[11]。 

Ⅲ 結果 

1) 大阪市で分離されたインフルエンザウイルス株

の型・亜型 

2011/12 シーズンのインフルエンザウイルスは、2011 

年 11 月から 2012 年 4 月の期間において分離された。

本期間にインフルエンザ様疾患患者から採取された検

体数は  235 で、そのうちの  116 検体からインフルエン

ザウイルスが分離された。初分離株は  2011 年 11 月 3 

日（2011 年 43 週）に採取された検体からのもの（AH3 

亜型）で、また、最終分離株は  2012 年  4 月 28 日

（2012 年 17 週）採取検体からのもの[B 型（ビクトリア系

統）]であった。分離株数および検体数ともに 2012 年 1 

月がピークとなり、2011 年 12 月がともに 2 番目、以下と

もに  2012 年  2 月、同  3 月、2011 年  11 月および  2012 

年 4 月の順となった（図 1）。 

2011/12 シーズン各月に分離・同定されたインフル

エンザウイルス株の型・亜型を図 2 に示した。本シーズ

ンに分離された株は AH3 亜型または B 型に分類され、

AH1pdm09 は分離されなかった。期間中の分離株数

は、AH3 亜型が 94 株、B 型が 22 株（ビクトリア系統 19 

株、山形系統  3 株）となり、AH3 亜型株が  81.0 % を占

めた。なお、2012 年  3 月の分離株は、AH3 亜型  5 株

および B 型 8 株、また、同 4 月の分離株は、AH3 亜型 

1 株および B 型 2 株であった。 

 

2) 2011/12 シーズンに分離された AH3 亜型の性状

解析 

2011/12 シーズンに分離された AH3 亜型の株数は、

計 94 であった。このうち、16 以上の HA 価を示し、かつ

HI 試験で同定可能となった株は 41 であった。また、8 以

下の HA 価を示し、かつ RT-PCR 法のみにて同定可能

となった株は  53 であった。これら分離   AH3  亜型株の 

HA 価の多様性に関しては、本シーズンのほぼ全期間

において認められた。分離数および検体数がピークと

なった 2012 年 1 月に分離された 49 株においては、RT-

PCR 法のみにて同定可能となった株が  35 株となり 

71.4 % を占めた。この傾向は 2011 年 12 月分離 AH3 亜

型株にも認められたが、2012 年 2～4 月の各月分離株

においては、HI 試験で同定可能となった株の方が RT-

PCR 法のみで同定可能となった株よりも多かった（図 3）。 

2011/12 シーズンの分離  AH3 亜型株において、16 

以上の HA 価を示し、かつ HI 試験で同定可能となった

計 41 株の HI 価を図 4 に示した。上記同定キットにおけ

る AH3 亜型ワクチン株の HI 価は 1,280 であった。この

値の 8 倍以下、すなわち 160 以下の HI 価を示した株は

図１ 2011/12  シーズン各月のインフルエンザウイル

ス分離株数および検体数 
 

 

図 2 2011/12  シーズン各月に分離されたインフ ル

エンザウイルスの型・亜型別の株数  
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計 14 株で、これら低 HI 価株のシーズン中各月の割合

は、2011 年 11 月が 0 %、同 12 月 55.6 %、2012 年 1 月

21.4 %、同 2 月 30.0 %、同 3 月 100 %、および同 4 月 0 %

であった。また、ワクチン株の HI 価の 4 倍以内、すなわ

ち 320 以上の HI 価を示した株は計 27 株で、2012 年 3 

月を除くシーズン中各月において分離された。 

Ⅳ 考察 

季節性インフルエンザは、毎年冬期を中心として世

界的な流行を示す感染症で、日本におけるその流行状

況に関しては、厚生労働省をはじめとした各種のホーム

ページにおいて、週単位の情報発信が行われている

[12, 13]。2010 年以降に国内で、および 2011 年以降に

世界各地で分離されている季節性インフルエンザウイ

ルスは、AH1pdm09、AH3 亜型および B 型の 3 種類とな

っている[7, 12, 13]。また、流行する季節性インフルエン

ザウイルスの型・亜型は各シーズンにおいて異なり、そ

の流行状況を予測することは不可能となっている[6, 9]。 

2011/12 シーズンに大阪市で分離・同定された季節

性インフルエンザウイルスは、AH3 亜型株が最多で全

体の  81.0 % を占めた。また、シーズン中の  2011 年  11

月から  2012 年  2 月に分離された株の大半は  AH3 亜

型であったが、2012 年 3 および 4 月に分離された株の

大半は B 型であった。この傾向は全国においてもほぼ

同様であることから[13]、国内の本シーズンのおもな流

行インフルエンザウイルスは  AH3 亜型であったが、シ

ーズン終盤においては B 型の流行も認められたことが

示唆された。なお、国内の 2009/10 および 2010/11 シ

ーズン中に流行の認められた  AH1pdm09 の本シーズ

ンの分離・検出報告は全国で散見される程度で非常

に少なく[13]、大阪市においては分離されなかった。

一方、世界的な規模では、欧州および東アジアを除く

各地域において多数の  AH1pdm09 株の分離報告が

行われている。特にメキシコやエルサルバドルなどの

位置する中米領域で は、本シ ーズ ンにおいて も

AH1pdm09 の流行が認められている[7]。前述のとおり、

各シーズンに流行する季節性インフルエンザウイルス

の型・亜型の予測は不可能であることから、世界規模

での季節性インフルエンザウイルスの流行状況を常に

把握することは、その予防対策上の重要な情報収集の

一助になるものと考えている。 

2011/12 シーズンに大阪市で分離された AH3 亜型

は計  94 株であった。このうちの  41 株（43.6 %）が、HI 

試験実施可能な HA 価である 16 以上を示したが、53 

株（56.4 %）の HA 価は HI 試験実施不可能な 8 以下を

示し、その亜型同定には  RT-PCR 法を実施しなけれ

ばならなかった。本シーズンの分離  AH3 亜型株が低

HA 価を示す報告は、他地域からも行われていることか

ら[14]、この性状は、本シーズン分離 AH3 亜型株の一

部に共通して認められるものと思われた。これらの低 

HA 価を示した大阪市の AH3 亜型株は、2012 年 4 月

を除くシーズン中各月において分離されたことから、本

シーズンは様々な HA 価を示す AH3 亜型株が混合流

行していたものと思われた。また、大阪市で分離された

AH3 亜型株の HI 価のうち、ワクチン株との抗原性状が

異なる（変異株）とされる 8 倍以下を示した株（ホモ  HI

価 1,280 に対し、HI 価が 160 以下となった株）は 14 株

で、全体の  14.9 % であった。したがって、大阪市で分

離された大半の  AH3 亜型株（85.1 %）の抗原性状は、

ワクチン株に類似していたことが示唆された。2011/12

シーズン中の分離  AH3 亜型株が低  HI 価を示した例

は全国においても報告され、また、これら変異株の割

合は前シーズンに比べて増加している[14-18]。なお、

大阪市で分離されたインフルエンザウイルス  B 型  22 

株のうち、HI 価がホモ抗原に対して 8 倍以下を示した

株は  3 株（13.6 %）であった（結果は示していない）。こ

の傾向は全国においても報告され、ワクチン株選定を

含めて今後詳細な解析が行われる予定である[18]。来

シーズンの流行インフルエンザウイルスの型・亜型を予

測することは不可能ではあるが、それに対する最大限

の予防対策、すなわちワクチン接種の十分な効力を得

 
図 3  2011/12  シーズン各月に分離された  AH3  

亜型株の  HI  試験または  RT-PCR  法によっ

て同定された株数 

 

 

図 4  2011/12  シーズン各月に分離された  

AH3  亜型株の各  HI  価を示した株数 
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ることは、公衆衛生上重要な要素となる。毎年発生す

るインフルエンザウイルスの流行を可能な限り抑制する

ためには、各シーズンの流行株の解析を全国規模で

協力実施することが必要であると考えている。 

Ⅴ 結論 

 2011/12 シーズンに大阪市で分離された季節性

インフルエンザウイルスは、AH3 亜型株が  81.6 % 

および  B 型株が  18.4 % であった。AH1pdm09 は分

離されなかった。分離最多となった  AH3 亜型株の性

状解析を行った。シーズンを通して、様々な  HA 価を

示す株が分離された。また、HI 試験実施可能となった

株のうち、ワクチン株と類似の抗原性状を示した株は 

85.1 %、および異なる抗原性状を示したもの（変異株）

は  14.9 % であった。これらの変異株は、ほぼシーズン

を通して分離された。各シーズンに流行する季節性イ

ンフルエンザウイルスの性状解析を行うことは、公衆衛

生上の重要な情報提供を可能にするものと思われる。 

 

(本研究は平成  21～23 年度当研究所重点研究｢新型

インフルエンザ迅速診断体制の確立およびインフルエ

ンザウイルスのオセルタミビル耐性に関する研究｣の一

部として実施したものである。) 
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